
自己紹介
小山田 大和

• 1979年生まれ。42歳。学生時

から地域の活動に関わる。小
田原市行財政改革検討委員
(09-10)社会教育委員、二宮町

地球温暖化対策事業化実施
研究会委員、松田町自然エネ
ルギー 活用に関するあり方
研究会、木質バイオマス利活
用検討委員会委員を経験。

合同会社小田原かなごてファー
ム 社長

松田町再生可能エネルギー協議
会委員

早稲田大学招聘研究員



2021年度 本の出版へ

• 『仮称）未来は現場（ここ）にある』

• 前川喜平（元文部科学事務次官）、古賀茂明
（元経産省職員）、吉原毅（元城南信用金庫
理事長）らとの対談も収録。



日本の農業の現状
農業人口１３６万人の衝撃

• 平均年齢６８歳

• 農業人口１３６万人

• 前回の東京オリンピック
時（1964）の１割の水準

• 食料自給率３７％

• お米の値段いくら？

・みかんの値段いくら？

→持続可能か？



農の付加価値を高める動き
おひるねみかんジュースの開発（2014年）

2021年度からは JR東日本 スイート・トレイン四季島、

星野リゾート界箱根、強羅温泉 季の湯 雪月花 等に採用



施設概要
施設名 小田原かなごてソーラー太陽光発電所

所在地 神奈川県小田原市曽我岸604

事業目的 意義 農業+エネルギー=農業再生！！地域を元気に！！

農業 生産物 さつまいも

補助金

事業名称 神奈川県地域主導再生可能エネルギー事業

補助金額 136万円

太陽光設備
モジュール容量 15.12kW モジュール

京セラ製
270Ｗモジュール

架台 発電設備下での営農事業に適した特注架台

発電事業

売電単価
24円/kWh（税抜）
（固定価格買取制度）

売電期間
平成28年11月2日から
20年間

年間発電予想量 15,997kWh

設備の特徴
①特注架台により、発電設備下の日射を確保した配置
②営農作業を効率的に行えるよう事前から2500ｍｍの高さを確保

土 地 設置面積 279.72㎡ 地 目 農地(一部転用)
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小田原かなごてソーラー事業概要
施設概要

施設名 桑原発電所

所在地 神奈川県小田原市桑原字⽯原88-1

事業目的 意義 農業+エネルギー=農業再⽣︕︕地域を元気に︕︕

農業 生産物 米 (⽣産した米は⽇本酒の原料とする)

資⾦

総投資額 14,500,000 円 (内設備費用1,330,000 円)

融資内訳 城南信用⾦庫様 9,000,000 円
神奈川県補助⾦ 6,650,000 円 (返済義務あり、ただし⾦利0％)

太陽光設備
モジュール容量 58.24kW モジュール 京セラ製

280Ｗモジュール

架台 発電設備下での営農事業に適した特注架台

発電事業

売電単価 21円/kWh（税抜）
（固定価格買取制度） 売電期間 平成30年6月から

20年間

年間発電予想量 62,227ｋWh

設備の特徴 ①特注架台により、発電設備下の⽇射を確保した配置
②営農作業を効率的に⾏えるよう地上から3000ｍｍの高さを確保

土 地 設置面積 812.14㎡ 地 目 農地(一部転用)
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2020.9 ©千葉エコ・エネルギー株式会社【農林⽔産省】令和2年度 農山漁村6次化対策事業補助⾦
地域資源活用展開支援事業 全国的な推進・情報提供支援

【営農型太陽光発電︓合同会社⼩⽥原かなごてファーム】
耕作放棄地を解消し、地域の未来を担う⼈材を育てる事例

 ⼩⽥原かなごてファームは、市⺠有志ではじまった地域の特産品であるみかんの畑を再⽣する「おひるねみかんプロジェ
クト」を通じて、地域に眠る“資産”を活⽤して地域課題解決に取り組む様々な事業を⾏っている。その中で、耕作放
棄地を活⽤してエネルギー（電気）と農業を同時に取り組む営農型太陽光発電を始める。

 農業イベント等で若い⼈材の積極的な関与を受け⼊れたり、⽣産した酒⽶は地域内の酒造会社で加⼯するなど、
次世代の地域と農業とエネルギーを担う⼈材育成や地域との連携を意識して取り組んでいる。

田植え体験イベント(※)（※）写真提供：合同会社小田原かなごてファーム





ソーラーシェアリング下で出来た自然
栽培100％米使用日本酒 “推譲”完成



各メディアに続々

• 小泉元総理、中川秀直
元自民党幹事長にも飲
んでもらいました。





電気の紐づけという選択

売電(FIT)

みんな電力

供給

プレミアム価格
での提供

みんな電力は更に「顔の見える
発電所」として電気のクラウドファ
ンディングともいうべき展開をして

いる。

ユーザー1人1人にに電気料金の

中から１００円が個々の発電所に
寄付できる仕組みがある。



全国初 Non-FITモデル
オフサイト型自家消費型のソーラーシェアリング

環境省       小田原市 

補助金 1/2    側面支援      松田町 

事業主体 合同会社小田原かなごてファーム  管理する行政施設へ電力供給 

    売電         

 新電力会社 GPP（グリーンピープルズパワー） 

  電力供給        
農家カフェ SIESTA（小田原かなごてファーム直営店）

                 松田町行政施設 









食・エネ自給を目指す
農家カフェSIESTA開店



左）神奈川新聞 右）東京新聞



そして、
愛川町で４号機を建設

• 費用800万円を市民出資を募集。

• 一口10万円、最低５口以上。でも、10万円で
も可能ですよ、としたところ

• わずか、１日で800万円が集まってしまいまし
た。出資者は15名。一名は寄付。

• 「市民の、市民による、市民のための」ソー
ラーシェアリング発電所の建設へ



食べ物（Food）、エネルギー、福祉
（Care）を自給し、地域でお金を廻
す。FEC+M自給圏の具体の取り組
みをささやかながら実働させていく。



カフェの生ごみをコンポストで肥料化しソー
ラーシェアリングで育てた大根、春菊、ほうれ
ん草といった野菜に巻いて栄養分とする。

ソーラーシェアリングで出来た電気をグリーン
ピープルズパワーの全面支援により、オフサ
イトPPAの方式で農家カフェSIESTAに届け、電
気も自給する。ヤギに草刈りをしてもらう。

ポストコロナ社会を見据えた私が作りたい循
環型経済の仕組みが金次郎の里ソーラー
シェアリングにはある。

ささやかながら次世代の地域、環境社会のモ
デルがここにはある、と自負している。

また米を作り、地元の老舗酒蔵井上酒造に

依頼して日本酒推譲を作る。電気は米作りの
上で発電した電気を使って製造。日本酒造り
で使う電気は一切、二酸化炭素を出さない。

みんな電力のブロックチェーン技術を使って
産地証明する。ここにもSDGS経営の具体の実
践がある、と自負している。




